
な
ど
、
学
生
自
ら
が
修
学
環
境
の
維
持
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
こ
と

が
遺
伝
子
と
し
て
学
生
に
取
り
込
ま
れ
、
今
回
紹
介
す
る
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
の
理
念
に
昇
華
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
学
存

続
の
不
安
感
は
教
職
員
と
学
生
を
一
体
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
と

も
い
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
学
生
の
活
気
が
消
え
る
こ
と
は
つ
い
に

な
か
っ
た
。

や
は
り
大
学
は
教
育
機
関
で
あ
り
、
学
生
が
い
て
こ
そ
と
強
く
思
っ

た
二
ヶ
月
で
あ
っ
た
。

二
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
制
度
と
は

本
学
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
（
S
tu
d
en
t
J
O
B
、

（
１
）

通
称
「
Ｓ
Ｊ
」

と
い
う
。）
制
度
と
は
、
大
学
内
の
諸
活
動
で
学
生
の
担
え
る
事
業
・

業
務
を
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
在
学
生
に
斡
旋
す
る
修
学

支
援
制
度
で
あ
り
奨
学
制
度
と
位
置
付
け
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
。
概
念
の
構
築
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
企
画
段
階
で
は
単

に
報
酬
を
支
払
う
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
設
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

学
生
も
大
学
を
構
成
す
る
一
員
で
あ
り
、
自
発
的
な
活
動
を
期
待
す

る
支
援
制
度
（
教
育
の
機
会
）
と
す
る
こ
と
と
、
教
職
員
と
学
生
の

協
働
も
視
野
に
入
れ
た
こ
と
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
位
置
付
け
る
こ

と
と
し
た
。
し
か
し
、
単
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
設
定
す
れ
ば
、
従
事

者
の
自
己
満
足
に
止
ま
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
一
定
レ
ベ
ル
の
確

保
と
責
任
を
付
加
す
る
た
め
に
「
対
価
を
支
払
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
と
位
置
付
け
た
。

（
１
）
展
開
の
背
景

本
誌
に
お
い
て
も
「
経
済
支
援
」
が
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
に
は
大
学
全
入
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
で
も
経
済
的

理
由
に
よ
り
進
学
で
き
な
い
優
秀
な
学
生
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
が

大
き
な
意
義
を
有
し
て
き
た
。
例
年
、
本
学
に
お
い
て
も
全
国
平
均

に
等
し
い
割
合
の
学
生
が
本
奨
学
金
を
は
じ
め
と
す
る
奨
学
制
度
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
奨
学
金

の
種
類
は
育
英
（
メ
リ
ッ
ト
）
ベ
ー
ス
か
ら
奨
学
（
ニ
ー
ド
）
ベ
ー

ス
に
、
基
準
が
給
付
（
グ
ラ
ン
ト
）
か
ら
貸
与
（
ロ
ー
ン
）
に
切
り

替
わ
り
、
教
育
費
の
私
的
負
担
が
当
然
視
さ
れ
卒
業
後
返
済
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
奨
学
金
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
申
請
し
な
い

学
生
が
本
学
で
は
一
割
程
度
い
る
こ
と
が
学
生
生
活
実
態
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
で
の
予
約
採
用
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
鑑
み
れ
ば
、
教
育
費
は
学
生
本
人
が
賄
う
状
況
に
な
っ

て
き
た
こ
と
を
示
す
と
本
学
で
は
捉
え
た
。

さ
ら
に
本
学
の
過
半
数
を
占
め
る
学
生
は
医
療
系
の
学
科
に
在
籍
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一
は
じ
め
に

本
学
は
、
伊
達
政
宗
も
城
下
を
眺
め
た
仙
台
の
丘
陵
地
「
国
見
」

に
位
置
す
る
開
学
一
〇
年
目
の
大
学
で
あ
る
。
大
学
に
は
三
学
部
五

学
科
（
総
収
容
定
員
二
八
〇
〇
名
）
と
大
学
院
博
士
課
程
一
研
究
科

二
専
攻
（
前
・
後
期
課
程
の
総
収
容
定
員
五
二
名
）
が
置
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
姉
妹
校
の
専
門
学
校
も
併

置
さ
れ
、
凡
そ
三
一
〇
〇
名
の
学
生
が
こ
こ
で
学
ん
で
い
る
。

さ
て
、
本
学
に
は
消
し
去
り
が
た
い
過
去
が
あ
る
。
そ
れ
は
平
成

一
六
年
一
月
、
大
学
法
人
と
し
て
初
め
て
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申

立
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
教
学
の
現
場
に
瑕
疵
が
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
順
調
に
再
生
計
画
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
年

（
平
成
二
〇
年
）
一
月
、

東
京
地

方
裁

判
所
か
ら

民
事

再
生

手
続

終

結
の
決
定
が
認
可
さ
れ
た
。

思
い
返
せ
ば
、
新
た
な
理
事
長
を
迎
え
る
ま
で
の
二
ヶ
月

間
は
本

当
に
先
の
見
え
な
い
毎
日
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
様
な
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
教
職
員
は
誰
一
人
去
る
こ
と
な
く
教
学
の
現
場
を
守
り

続
け
、
ま
こ
と
し
や
か
に
囁
か
れ
た
校
舎
差
し
押
さ
え
の
噂
に
対
し

て
も
「

広
瀬

川
の

橋
の
下
で
で
も

授
業
を
続
け
る

ぞ
！
」
「
不

法
占

拠
し
て
も
授
業
を
続
け
る
ぞ
！
」
と
い
っ
た
教
育
の
使
命
感
に
燃
え

た
。
一
方
、
学
生
も
教
室
・
ト
イ
レ
等
の
清
掃
を
自
分
た
ち
で
行
う
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●
事
例
紹
介

●

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
制
度

～
東
北
文
化
学
園
大
学
に
お
け
る
修
学
支
援
の
一
つ
の
か
た
ち
～

阿
部
光
伸

（
東
北
文
化
学
園
大
学
教
務
部
長
）



●
賃
金
支
給
に
よ
る
支
援
の
み
な
ら
ず
、
き
め
細
か
い
ア
ド
バ
イ

ス
や
ケ
ア
を
通
じ
て
の
キ
ャ
リ
ア
観
の
形
成
や
社
会
で
役
立
つ

マ
ナ
ー
の
養
成
、
等
々
を
図
り
な
が
ら
学
生
の
修
学
を
支
援
す

る
こ
と
。

三
Ｓ
Ｊ
の
概
要

現
在
、
恒
常
的
な
Ｓ
Ｊ
の
活
動
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
」「
パ
ソ
コ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
」
の
三
事
業
で
あ
る
。
こ
の
他
、
季
節
、
ニ
ー
ズ
に
よ
り
「
ス

ノ
ー
・
バ
ス
タ
ー
ズ
」「
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
」「
リ
ク
ル
ー
ト
・
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
」
「
地
域
貢
献
リ
レ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
」
等
を
活
動
と
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
布
は
図
１
の
と
お
り
「
学
内
―
学
外
」

と
「
有
償
―
無
償
」
で
区
分
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
有
償
の
活
動
に
お
け
る
報
酬
は
一
時
間
当
た
り
八
〇

〇
円
と
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
単
価
の
設
定
に
際
し
て
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
学
生
が
可
能
な
限
り
学
内
で
の
就
業
を
選
択
す

る
よ
う
市
井
平
均
単
価
よ
り
も
高
い
額
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｊ
の

活
動
は
学
生
に
よ
る
主
体
的
運
営
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
リ
ー
ダ
ー

学
生
の
単
価
は
九
〇
〇
円
と
し
て
い
る
。

三
年
前
一
二
六
名
（
在
校
生
比
五
％
）
で
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｊ
も
、
現
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図１ ＳＪの事業分布図

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
習
・
復
習
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に
加
え
学

外
で
の
実
習
が
多
い
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
も
出
来
な
い
学
生
が
多
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
は
希
望
す
る
学
生
の
誰
も
が
奨
学

資
金
を
得
ら
れ
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
の
採
用

誰
も
が
受
け
ら
れ
る
奨
学
制
度
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
相
当
な
原
資
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
民

事
再
生
途
中
な
が
ら
も
教
育
経
費
は
従
前
通
り
最
優
先
に
確
保
し
て

い
る
本
学
に
そ
の
余
力
は
無
か
っ
た
。
そ
の
様
な
中
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
視
察
時
に
、
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
働
く
学
生
の
姿
を
目
に
し

て
い
た
理
事
長
が
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い
た
Ｔ

.

Ａ

.

同
様
に
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
策
が
修
学
支
援
に
つ
な
が
る

と
確
信
し
、
予
算
科
目
を
管
理
経
費
に
移
し
、
固
定
費
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
た
「
清
掃
業
務
委
託
費
」
を
原
資
と
す
る
こ
と
を
思
案
し

た
。そ
こ
で
予
算
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
学
生
支
援
担

当
と
し
て
専
任
の
職
員
四
名
が
学
生
課
に
配
置
さ
れ
、
理
念
の
整
理

と
制
度
の
概
要
・
ス
キ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
３
）
本
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
制
度
の
理
念

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
一
般
的
に
行
わ

れ
て
い
る
就
業
斡
旋
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
学
生
に
斡
旋
さ
れ
て

い
る
仕
事
は
、
学
生
食
堂
や
コ
ー
プ
等
で
の
学
内
の
仕
事
か
ら
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
ま
で
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
意
味
合
い
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
学
で
は
、
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
「
知
識
を
与
え
、

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
社
会
に
必
要
な
人
材
と
し
て
輩
出
す

る
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
単
な
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
斡
旋
で
は
な
く
、

教
育
的
配
慮
を
伴
っ
た
就
業
体
験
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
容
易

に
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
Ｓ

.

Ｐ

.

Ｓ

.

（
２
）に
再
び
注
目
が
集
ま
る
時
期
と
も
相
ま
っ
て
、

学
生
は
大
学
を
構
成
す
る
一

員
で
あ
り
「

評
価

者
」
「

後
援

者
」
で

あ
る
と

位
置

付
け

"V
a
lu
e
o
f
E
x
ch

a
n
g
e"
を

掲
げ
、
一
時
の

混

乱
期
に
自
ら
清
掃
に
携
わ
っ
た
学
生
等
と
共
に
本
学
の
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
ジ
ョ
ブ
（

以
下
「
Ｓ
Ｊ
」
と
い
う
。
）
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

次
の

と
お
り
定
め
た
。

●
学
内
で
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
個
々
の
学
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
・
専
門

学
校
の
教
職
員
と
協
働
す
る
こ
と
で
本
学
へ
の
高
い
帰
属
意
識

を
涵
養
す
る
こ
と
。
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る
。活
動
時
間
は
、
平
日
三
回
（
朝

：

七

：

四
五
～
八

：

四
五
・
昼

：

一
三

：
四
〇
～
一
四

：

四
〇
・
夜

：

一
七

：

〇
〇
～
二
〇

：

〇
〇
）、

土
曜
一
回
（
九

：

三
〇
～
一
二

：

三
〇
）
に
設
定
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
長
期
休
業
期
間
中
は
日
中
に
活
動
時
間
を
集
中
し
実
施
し
て
い

る
。業
務
体
制
は
、
五
〇
〇
名
を
超
え
る
学
生
が
登
録
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
曜
日
毎
に
二
〇
名
前
後
で
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
中
の
三
チ
ー
ム

が
担
当
エ
リ
ア
を
清
掃
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

曜
日
に
よ
っ
て
編
成
チ
ー

ム
数
が
若
干
異
な
る
が
、

各
チ
ー
ム
は
月
内
三
働
一

休
の
勤
務
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。

（
２
）
学
職
協
働

制
度
と
し
て
設
け
ら
れ

た
Ｓ
Ｊ
で
あ
る
が
、
事
業

と
し
て
運
営
す
る
必
要
も

あ
り
、
学
生
と
協
働
す
る
た
め
の
独
立
し
た
執
務
室
を
確
保
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｊ
担
当
職
員
と
学
生
リ
ー
ダ
ー
（
交
代
制
で
終

日
勤
務
）
が
机
を
並
べ
、
清
掃
計
画
の
立
案
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の

貸
出
、
Ｓ
Ｊ
活
動
従
事
者
の
人
事
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
図
書
館
で
は
司
書
と
共
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
学
生
対
応
、

図
書
館
利
用
に
関
す
る
学
生
相
談
等
も
担
い
、
自
身
の
学
習
に
も
プ

ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
職
員
と
の
就
業
体
験
は
、
事
業
を
運
営
す
る
一
員
と
し
て

学
生
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
加
え
学

生
起
業
と
い
う
当
初
の
目
的
の
端
緒
を
開
く
も
の
と
評
価
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

特集・経済支援

大学と学生 2008.1227

ＳＪリーダーの学生達

キャンパス・クリーンアップ

在
は
在
学
生
の
凡
そ
二

割
と
な
る
五
〇
〇
名
を

超
え
る
登
録
者
を
擁
し

て
い
る
。
し
か
も
表
１

に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

登
録
学
生
は
医
療
福
祉

学
部
在
籍
高
学
年
生
に

多
い
こ
と
は
制
度
の
狙

い
の
一
つ
で
あ
る
勉
強

に
忙
し
い
学
生
へ
の
支

援
が
達
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る

と
い
え
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｊ
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
は
毎
学
期
初

め
に
受
付
け
る
が
、
説

明
会
へ
の
参
加
者
数
は

回
数
毎
に
増
え
、
二
〇

〇
八
年
度
四
月
の
説
明

会
に
は
新
入
生
の
三
分

の
一
が
参
加
し
、
安
定

し
た
人
材
の
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

（
１
）
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

Ｓ
Ｊ
制
度
は
「
清
掃
業
務
委
託
費
」
に
依
存
す
る
こ
と
で
原
資
を

確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
活
動
の
一
歩
は
清
掃
か
ら
始

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
本
学
の
清
掃
業
務
は
日
常
清
掃
・

定
期
清
掃
・
施
設
管
理
全
て
を
外
部
に
委
託
し
て
い
た
が
、
そ
の
中

の
日
常
清
掃
を
学
生
に
任
せ
る
こ
と
が
計
画
の
中
心
と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｊ
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
、
そ
こ
に
三
つ
の
教
育

的
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
／
学
生
起
業

／
IS

O
14001

取
得
）
を
組
み
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

最
終
的
に
は
、

奨
学
制
度
と
し
て
の
原
資
を
最

大
限
確
保
す
る
た

め
に
、

ワ
ッ
ク
ス
等
の
定
期
清
掃
、
高

所
窓

拭
き
等

危
険
を
伴
う
作

業
と
法
定

点
検
を
除
く
日
常
清
掃
は
全
て
学
生
が
担
う
こ
と
に
な
り
、

教
育
的

配
慮
は
担
当
職
員
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

幸
い
Ｓ
Ｊ

担
当
ス
タ
ッ
フ
の
四
名
中
三
名
が
姉

妹
校
の
専

門
学

校
で
の
教
員

経

験
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
職
員

先
生
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
た
と

共
に
、
職
員
の
新
た
な
職
域
を
確
立
す
る
布
石
と
な
っ
た
。

清
掃
活
動
の
実
際
は
、
学
内
全
て
の
共
用
部
分
（
教
室
・
廊
下
・

階
段
・
ト
イ
レ
・
図
書
館
・
学
生
食
堂
等
）
と
一
部
実
験
実
習
室
、

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
道
路
、
Ｊ
Ｒ
駅
の
清
掃
と
ゴ
ミ
収
集
を
行
っ
て
い
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表１ ＳＪエントリー状況（2008.7.末現在）

区 分 学 部 １年 ２年 ３年 ４年 合 計

大 学 医療福祉学部 71 51 101 58 281

総合政策学部 10 24 25 9 68

科学技術学部 16 4 5 0 25

大 学 院 0 5 0 0 5

97 84 131 67 379

専門学校 医 療 福 祉 45 47 42 6 140

工 科 情 報 5 8 5 － 18

50 55 47 6 158

合 計 147 139 178 73 537



マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
「
学
校
が
保
有

す
る
資
源
（
教
育
、

教
授
陣
、
学
生
、

資
金
な
ど
）
を
効

果
的
に
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ

の
使
命
を
遂
行
す

る
こ
と
」
と
定
義

し
、
「
大
学
は
一

方
的
に
学
生
に
授

業
を
教
え
学
位
を

与
え
て
い
る
の
で

は
な
く
、
学
生
側
か
ら
も
、
授
業
料
は
も
ち
ろ
ん
寄
付
や
帰
属
意
識
、

さ
ら
に
は
大
学
評
価
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
得
て
い
る
。
つ
ま
り

そ
こ
に
は
価
値
の
交
換
（
V
a
lu
e
o
f
E
x
ch
a
n
g
e）
と
い
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
。」
（
３
）

と
表
し
て
い
る
。

学
生
の
力
に
よ
り
再
生
を
果
た
し
た
本
学
で
は
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
充
実
さ
せ
、
入
学
し
た
学
生
全
員
が
卒
業
し
、
卒
業
後
も
本
学

を
応
援
し
次
世
代
の
入
学
者
に
つ
な
が
る
循
環
型
学
生
支
援
に
発
展

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
は
、
大
学
と
い
う
「
学
生

生
活
の
場
」
を
「
価
値
を
創
造
す
る
場
」
と
し
て
考
え
、
エ
ン
ロ
ー

ル
メ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
示
唆
す
る
学
生
支
援
が
教
職
員
に
よ

る
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
』
と
し
て
発
現
さ
れ
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
注

（
１
）
「
S
tu
d
en
t
J
O
B
」「
Ｓ
Ｊ
」
は
、
本
学
で
使
用
す
る
造
語
。

（
２
）
Ｓ

.

Ｐ

.

Ｓ

.

（「
S
tu
d
en
t
P
erso
n
n
el
S
erv
ice」

の
略
）

（
３
）
日
本
私
立
大
学
協
会
編
『
米
国
の
大
学
経
営
戦
略

―
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
に
学
ぶ
―
』
学
法
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
、

六
七
―
八
〇
頁
。

◆
本
学
Ｓ
Ｊ
の
取
組
を
紹
介
す
る
記
事
等
（
参
考
）

（
１
）
日
本
学
生
支
援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
北
支
部
」

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
s_to
h
o
k
u
/
in
terv
iew
_
b
u
n
k
a
0
1.

h
tm
l

（
２
）
読
売
新
聞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
教
育
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
h
ttp
:/
/
w
w
w
.

y
o
m
iu
ri.co

.jp
/
k
y
o
ik
u
/
ren
a
i/
20070131u

s4
1.h
tm

（
３
）
東
北
文
化
学
園
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
事
業
報
告
書
」

h
ttp
:/
/
w
w
w
.tb
g
u
.a
c.jp
/
p
d
f/
za
im
u
_3.p
d
f
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地域貢献の一環として行っている独居老人宅の
雪かき「スノーバスターズ」

（
３
）
Ｓ
Ｊ
展
開
の
効
果

Ｓ
Ｊ
制
度
の
原
資
が
清
掃
業
務
委
託
費
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ

た
。
そ
こ
か
ら
日
常
清
掃
に
関
わ
る
業
務
を
抽
出
し
一
億
二
千
万
円

を
確
保
し
た
。
昨
年
は
、
こ
の
内
四
千
万
円
程
が
学
生
へ
の
報
酬
と

し
て
支
払
わ
れ
た
。
昨
年
度
実
績
で
は
、
毎
月
の
報
酬
の
最
頻
値
は

二
万
円
で
あ
っ
た
が
、
五
万
円
以
上
の
報
酬
を
得
て
い
る
学
生
も
相

当
数
お
り
、
Ｓ
Ｊ
実
施
の
第
一
目
的
で
あ
る
奨
学
制
度
と
し
て
十
分

機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
有
償
で
は
あ
る
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
位
置
付
け
て
い
る
た

め
、
Ｓ
Ｊ
活

動
に

従
事
す
る
学
生
の

姿
を

見
て
、

他
の
学
生

達
も

「
自

分
た
ち
の
大
学
」
と
い
う
意
識
を
有
し
は

じ
め
た
と

思
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙

化
と
も
相
ま
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
美
化
が
加
速
度
的
に
進
ん
だ
こ

と
か
ら
伺
え
る
。
し
か
し
、
禁
煙
化
当
初
は
喫
煙
習
慣
の
あ
る
学
生

を
単
に
学
外
に
追
い
出
す
こ
と
と
な
り
、
周
辺
路
上
等
で
吸
い
殻
を

ポ
イ
捨
て
す
る
な
ど
地
域
の
新
た
な
負
荷
と
な
り
、
近
隣
住
民
か
ら

の
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
大
学
と
し
て
も
巡
回
の
強
化
、
禁
煙

講
習
会
開
催
、
禁
煙
支
援
グ
ッ
ズ
の
無
償
提
供
な
ど
喫
煙
学
生
に
対

す
る
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
は
い
た
が
状
況
は
改
善
さ
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
学
生
の
卒
業
研
究
（
近
隣
住
民
の
意

識
調
査
）
を
き
っ
か
け
に
、
二
〇
〇
八
年
度
四
月
か
ら
Ｓ
Ｊ
が
地
域

清
掃
活
動
を
朝
・
夕
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
隣
か
ら
の
苦
情
の

み
な
ら
ず
ポ
イ
捨
て
等
の
数
も
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先

月
行
わ
れ
た
国
見
町
内
会
と
の
懇
談
会
の
席
上
で
も
報
告
さ
れ
、
Ｓ

Ｊ
活
動
が
学
生
へ
の
帰
属
意
識
の
涵
養
と
地
域
貢
献
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
い
え
る
。

四
お
わ
り
に

米
国
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
大
学
の
カ
レ
ン
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
准
教
授
は
、
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ライブラリー・アシスタント

ＳＪカウンターでの対応


